
両磐地区農政対策委員長 

 消費税不況とコロナ対策の遅れにみ

んなが悲鳴を上げています。野党連合

政権をつくって、政治を大本から変え

る時です。元気な地域をつくるために

も、農業を守り、子育てをしっかり支

える市政めざして全力を挙げます。ど

うぞよろしくお願いします。 

【プロフィール】  

1967年一関市萩荘生まれ。一関工業高

校、中央協同組合学園農業本科卒後、

一関市農協入組、平泉支店長を経て退

職。萩荘小学校、一関工業高校PTA会

長、岩手県農協労組執行委員長を歴

任。現在、萩荘中学校PTA会長。家族

は、妻と1男4女、両親。 
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命・くらし守る斉藤よしひろの緊急提案 

♥高齢者施設等での定期的なPCR検査の実施。安全・迅速なワク

チン接種を。事業者への十分な支援をめざします。 

♥利用目的が明確でないNEC跡地購入（60～70億円）を見直

し、暮らし・福祉・コロナ対策の予算を確保します。 

♥国保税は協会けんぽ並みに大幅の引き下げを。国保の子どもの

均等割りの免除を実現します。 

♥高校生までの医療費窓口負担ゼロ、学校給食費の負担軽減に取

り組みます。 

♥特養ホームの入所待ちの解消、年金で入れる介護施設を。補聴

器購入への補助を実現します。 
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野党連合政権をつくって 

安心と希望の新しい政治を 



◆◇おいたち◇◆ 

斉藤よしひろさんは、1967（昭和42）年、萩荘の農家の長男に生まれました。

小学校では、プリントを配る係を務める前日に眠れなくなるくらいの引っ込み思案

の性格でした。「農家の長男なんだから農業高校へ」と親戚から言われ続けたこと

への反発もあって、一関工業高校に進学。電子科を選んだのも「なんとなく」で、ま

だ進路についての方向性が見いだせないでいました。高校では弓

道部に所属、3年生の時、団体戦で県大会への出場を果たしまし

た。前日の試合結果が思わしくなかったレギュラーとの交代を顧

問から打診されたものの、斉藤さんは自信が持てずに断ってし

まったことが、今となってはなつかしい思い出です。 

◆◇子育て支える政治を◇◆ 

5人の子どもを持つ斉藤さんが大きな関心を寄せ

ているのが、安心して子育てできる社会です。福島

第一原発事故による放射能が一関市にも降り注い

だとき、斉藤さんは3人の子どもが通う萩荘小学校

の校庭の放射線量を、共産党事務所から借りた線

量計で計測。雨どいの下など高い線量がでていることがわかり、校庭の除染作業に

結びつきました。 

10％の消費税が子育て世代に重くのしかかっている上に、コロナ禍で収入を大きく

減らしている友人も。市政も国政も大きく変える時と決意する斉藤さんです。 

◆◇進路を模索し、農協へ◇◆ 

高校卒業を控え、就職先を決めかねていた斉藤さんを見かねた

父（当時農協理事）の勧めもあり、全国農協中央会が経営する中央

協同組合学園（東京都町田市）に進学しました。農業協同組合の理

念や農協事業、農協幹部としてのスキルを全国から集まった仲間と

ともに学んだことが、斉藤さんの現在の基礎を作っています。 

斉藤さんは、平成5年から消防団活動

に参加。現在は、一関市消防団一関五

分団団付き部長として活動していま

す。写真は千厩夜市で纏行列をする斉

藤さん（2009年4月） 
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◆◇農協労組の先頭に、そして入党◇◆ 

協同組合学園を卒業後、一関市農協（当時）に入組しました。牛

肉・オレンジにはじまる農畜産物の輸入自由化を拡大し続ける一方

で、減反と市場まかせの米価決定への改悪をすすめる国のゆがん

だ農業政策のもとで、農協職員として矛盾を感じながら仕事を続け

る日々でした。農協の健全な発展をめざし農協職員の生活と権利

を守るために活動している農協労組に加入し、青年部役員などを経

て2014年から5年間、岩手県農協労組の委員長としても活躍。労

組の先輩から、「農業を守るには、政治を変えること。綱領で農業を

国の基幹産業にと明記している共産党で活動しよう」と入党をすす

られ、1997年、斉藤さんは共産党の一員となりました。 

一関市議会議員 


